
第2回及び第3回
県庁通り・西川緑道公園筋回遊性向上社会実験

アンケート調査結果

―目 次 ―
１.社会実験に対する感想・評価等 ・・・ ３
２.対象エリアの空間づくりに対する意見 ・・・ 10
３.調査結果のまとめ ・・・ 13

都市整備局庭園都市推進課
街なかにぎわい推進室



1

平成27年度社会実験の総括

〇人を中心とした空間を提供できたことで、歩行者が増加し、
全体として街なかの回遊性が向上した

〇市民や来訪者など多くの方々に実際にまち歩きを楽しんで
いただくことができた

県庁通り・西川緑道公園筋の空間を有効に活用し、
街なかの賑わいを創出し、回遊を促す

社会実験の目的

平成27年度社会実験の総括
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アンケートの対象別と回答状況

対象者 主な内容
第1回
平成27年
5月3日（日）
5月4日（月・祝）

第2回
平成27年

10月10日（土）
10月11日（日）

第3回
平成27年

11月28日（土）
11月29日（日）

1
県庁通り・
西川緑道公園
筋への来街者

歩行者
・属性、目的、行き先
・通行した感想
・道路空間（県庁通りや西川緑道公園筋）
に対する意見

481人

400人 513人

自転車
・属性、目的、行き先
・通行した感想
・道路空間（県庁通りや西川緑道公園筋）
に対する意見

228人 294人

2 イオン・表町への来街者 ・来街者の属性
・西川緑道公園筋歩行者天国化に対する意見 305人 ― ―

3 地域住民
（出石地区・深柢地区）

・属性
・社会実験への参加状況、評価
・道路空間（県庁通りや西川緑道公園筋）
に対する意見

445人 583人 537人

4 沿道事業者
・社会実験による変化（人通り・来客・売上）
・道路空間（県庁通りや西川緑道公園筋）
に対する意見

79人 76人 101人

5 自動車利用者

一般利用者
・自転車の車道通行に対する意見
・道路空間（県庁通りや西川緑道公園筋）
に対する意見

― 349人 321人

交通事業者
・自転車の車道通行に対する意見
・道路空間（県庁通りや西川緑道公園筋）
に対する意見

147人 157人 154人

6 イベント会場・オープンカフェへの
来場者

・イベント、オープンカフェの評価
・イベント、オープンカフェに対する意見 274人 540人 424人

合計 1,731人 2,333人 2,344人
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24% 18% 28% 15% 15%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通行しやすかった どちらかと言えば通行しやすかった

どちらでもない どちらかと言えば通行しにくかった

通行しにくかった

N=259

13% 13% 29% 17% 28%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通行しやすかった どちらかと言えば通行しやすかった

どちらでもない どちらかと言えば通行しにくかった

通行しにくかった

N=212

19% 42% 37% 2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても良いと思う 良いと思う 変わらない

あまり良いと思わない 悪いと思う

N=462

18% 55% 20% 7%
1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても良いと思う 良いと思う 変わらない

あまり良いと思わない 悪いと思う

N=374

第2回社会実験（歩道拡幅＋自転車レーン（片方向W=1.0m）設置） 第3回社会実験（自転車レーン（双方向W=2.0m ）設置）

歩
行
者

自
転
車

１．社会実験に対する感想・評価等

・歩行者は、歩道の拡幅を行った第2回社会実験では7割が普段と比べて良いと回答。歩道の幅員が普段と変わっていない第3回でも歩行者の
6割が良いと回答。
・自転車利用者は第2回では約半数が通行しにくかったと回答したが、第3回では４割が通行しやすかったと回答。

（１）来街者の感想

4割が評価

▼県庁通りを通行した感想

7割が
良いと
回答

半数近くが
通行しにく
かったと回答

約3割が
が評価

6割が
良いと
回答
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6%

4%

4%

3%

3%

2%

0.3%

0% 10% 20%

人が多くて歩きにくかった

歩道と車道の間に

段差や障害物があった

自転車が歩道内を

走行していて危険だった

仮設フェンス等の

景観が悪かった

すぐ横を自動車や自転車が

走行していて落ち着かなかった

中途半端な柵で

危険だと感じた

ベンチがあり歩きにくかった
N=374

2%

5%

0.4%

0% 10% 20%

人が多くて歩きにくかった

自転車が歩道内を

走行していて危険だった

ベンチがあり歩きにくかった N=462

28%

15%

9%

4%

2%

0% 25% 50%

自転車の通れる

空間が狭い

すぐ横を自動車が走って

危険と感じた

歩行者が増えて通り

にくいと感じた

柵があるため走行

しにくかった

停めたいところに

停められなかった

N=212

第2回社会実験
（歩道拡幅＋自転車レーン（片方向W=1.0m）設置）

第3回社会実験
(自転車レーン（双方向W=2.0m）設置)

歩
行
者

自
転
車

15%

13%

2%

12%

4%

0% 25% 50%

自転車の通れる

空間が狭い

すぐ横を自動車が走って

危険と感じた

停めたいところに

停められなかった

自転車マークが

分かりにくかった

自動車と対向するので

危険と感じた N=259

43%

26%

22%

16%

10%

0% 25% 50%

歩行空間が

広がり快適だった

賑わいが感じられた

歩道内に自転車が少なく

安心感があった

休憩できる箇所があった

柵があって安全だと感じた N=374

27%

29%

17%

0% 25% 50%

賑わいが感じられた

歩道内に自転車が少なく

安心感があった

休憩できる箇所があった

N=462

17%

11%

0.5%

0% 25% 50%

車道に自転車の通れる

空間が確保された

歩道が広がった

駐輪場が

設置してあった

(

N=212

36%

5%

4%

0% 25% 50%

車道に自転車の通れる

空間が確保された

駐輪場が

設置してあった

自転車マークが

分かりやすかった
N=259

第2回社会実験
（歩道拡幅＋自転車レーン（片方向W=1.0m）設置）

第3回社会実験
(自転車レーン（双方向W=2.0m）設置)

歩
行
者

自
転
車

・歩行者が良いと感じた理由として第2回では「歩道内に自転車が少なく安心感があった」が2割だったが、第3回では約3割に増加。これが第3回
でも歩行者評価が高かった要因と考えられる。
・一方、自転車利用者は、通行しやすかった理由として「車道に自転車の通れる空間が整備された」の割合が増加、通行しにくかった理由として
「自転車が通れる空間が狭い」の割合が減少しており、走行空間の広がりが評価されている。

（１）来街者の感想

▼県庁通りを通行して良いと感じた理由

７point UP

19point UP
13point
Down

※母数は歩行者・自転車利用者の第2・3回社会実験時における感想（前ページ）の全回答者

走行空間の狭さ
に対する不満が

減少

１．社会実験に対する感想・評価等

▼県庁通りを通行して良くないと感じた理由

約4割が自転車
走行空間の確
保を評価

約3割が
が歩道内の
自転車の少
なさを評価

※複数回答 ※複数回答

※複数回答 ※複数回答

※複数回答

※複数回答 ※複数回答

※複数回答
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10%

4%

1%

5%

8%

3%

0% 25% 50%

車道を走るのがこわかった

歩道の方が広く、通りやすかった

みんな歩道を通っていた

車道通行が原則であることを知らなかった

自転車が多かった

その他 N=274

20%

11%

4%

4%

3%

2%

17%

0% 25% 50%

車道を走るのがこわかった

歩道の方が広く、通りやすかった

みんな歩道を通っていた

西へ向かっていて自転車が通れる空間がなかった

車道通行が原則であることを知らなかった

自転車が多かった

その他 N=249

48% 14% 35% 1%
1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

歩道（押しチャリ） 歩道（走行）

車道（自転車マーク※設置部分） 車道（それ以外）

その他

N=249

第2回社会実験（歩道拡幅＋自転車レーン（片方向W=1.0m）設置） 第3回社会実験（自転車レーン（双方向W=2.0m）設置）

自
転
車
の
通
行
位
置

歩
道
を
通
っ
た
理
由

22% 11% 66% 2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

歩道（押しチャリ） 歩道（走行）

車道（自転車マーク設置部分） その他

N=259

（２）自転車の通行位置
・自転車マーク設置部分を走行した自転車利用者は、第2回では約4割にとどまったが、第3回では約7割に増加。
・歩道を通った理由を見ると、依然として「車道を走るのがこわかった」等の意見が挙げられている。

▼自転車の通行位置

約7割に
増加

車道走行の
こわさが多い

１．社会実験に対する感想・評価等

約4割が
自転車レーン
を利用

※複数回答※複数回答

1%
1% 2%

N=274
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1.9 

2.6 

2.1 

0.0

1.0

2.0

3.0

第1回 第2回 第3回

(カ所)

49%
40%

30%
26%
21%
13%
9%
7%
4%
4%

0% 50% 100%

イオンモール岡山

表町周辺

県庁通り周辺

西川緑道公園周辺

岡山駅東口周辺

岡山城・後楽園周辺

岡山駅西口周辺

その他

岡山駅ビル・地下街 N=228

62%
46%
45%
41%

26%
13%
10%
8%
7%
3%

0% 50% 100%

イオンモール岡山

西川緑道公園周辺

県庁通り周辺

表町周辺

岡山駅東口周辺

岡山城・後楽園周辺

岡山駅ビル・地下街

桃太郎大通り・駅前商店街

岡山駅西口周辺

その他 N=400

49%
32%
30%
49%

23%
5%
9%
3%
7%
4%

0% 50% 100%

イオンモール岡山

西川緑道公園周辺

県庁通り周辺

表町周辺

岡山駅東口周辺

岡山城・後楽園周辺

岡山駅ビル・地下街

桃太郎大通り・駅前商店街

岡山駅西口周辺

その他 N=474

イオンモール岡山

表町周辺

県庁通り周辺

西川緑道公園周辺

岡山駅東口周辺

岡山城・後楽園周辺

桃太郎大通り・駅前商店街

岡山駅西口周辺

岡山駅ビル・地下街

その他

36%
31%
30%
38%

13%
4%
3%
4%
3%
8%

0% 50% 100%

イオンモール岡山

表町周辺

県庁通り周辺

西川緑道公園周辺

岡山駅東口周辺

岡山城・後楽園周辺

桃太郎大通り・駅前商店街

岡山駅西口周辺

岡山駅ビル・地下街

その他 N=264

第2回社会実験（歩道拡幅＋自転車レーン（片方向W=1.0m）設置） 第3回社会実験（自転車レーン（双方向W=2.0m）設置）

歩
行
者

自
転
車

（参考）第1回調査結果

・歩行者の当日の行き先として表町を挙げる割合が増加している。
・第2回、第3回ともにイオンモール岡山を行き先とする来街者が多い。
・歩行者1人あたりの平均行き先数は第2回が2.6カ所、第3回が2.1カ所であり、第1回に比べ増加している。

（３）来街者の行き先

▼来街者の行き先

１．社会実験に対する感想・評価等

約5割
が来訪

4割
が来訪

約4割
が来訪

3割
が来訪

※複数回答 ※複数回答

※複数回答 ※複数回答

39%

52%

13%

30%

20%

6%

6%

6%

7%

5%

0% 50% 100%

イオンモール岡山

西川緑道公園周辺

県庁通り周辺

表町周辺

岡山駅東口周辺

岡山城・後楽園周辺

岡山駅ビル・地下街

桃太郎大通り・駅前商店街

岡山駅西口周辺

その他 N=476

1人あたりの行き先：
2.6カ所

1人あたりの行き先：
2.1カ所

1人あたりの行き先：
2.0カ所

1人あたりの行き先：
1.7カ所

1人あたりの行き先：
1.9カ所

▼歩行者1人あたりの行き先数（平均）

約3カ所

2カ所
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56% 39% 4%
1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 やや満足

どちらでもない やや不満

不満

N=179

61% 32% 5%
1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
満足 やや満足

どちらでもない やや不満

不満

N=168

33% 47% 16% 4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく利用すると思う 利用すると思う

わからない たぶん利用しない

絶対に利用しない

N=422N=422

27% 50% 20% 2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく利用すると思う 利用すると思う

わからない たぶん利用しない

絶対に利用しない

N=537

37% 43% 13% 6%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 やや満足 どちらでもない
やや不満 不満

N=178

・第2回、第3回とも、9割以上がオープンカフェに満足と回答しており、高い評価を得ている。
・また、定期的に実施された場合の利用に対し、第2回、第3回ともに約8割が利用すると回答しており、オープンカフェの人気は高い。

（４）西川緑道公園筋のオープンカフェについて

▼オープンカフェについて

（参考）第1回社会実験

１．社会実験に対する感想・評価等

第2回社会実験（歩道拡幅＋自転車レーン（片方向W=1.0m）設置） 第3回社会実験（自転車レーン（双方向W=2.0m）設置）

感
想

定
期
的
に
実
施
さ
れ
れ
ば

利
用
す
る
か

9割以上
が満足と
回答

9割以上
が満足と
回答

約8割が利用
すると回答

約8割が利用
すると回答
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14%

11%

14%

14%

22%

1%

0% 25% 50%

-

イベントが楽しかった

オープンカフェが

良かった
自転車の駐輪や歩道走行

が少なくて歩きやすかった
休憩スペースが増えて

気軽に休憩できた

花の多い通りが

良かった

その他 N=140

14% 32% 31% 14% 8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満

N=190

14% 32% 26% 11% 17%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満

N=219

34%

21%

23%

19%

17%

17%

8%

10%

0% 25% 50%

人がたくさん来て

賑わっていた

イベントが楽しかった

広くて歩きやすい

道路になった

オープンカフェが

良かった

自転車の駐輪や歩道走行

が少なくて歩きやすかった

休憩スペースが増えて

気軽に休憩できた

自転車が通行し

やすくなった

その他 N=190

(

N=190

(

31%

23%

19%

16%

16%

15%

12%

5%

11%

0% 25% 50%

人がたくさん来て

賑わっていた

イベントが楽しかった

広くて歩きやすい

道路になった

オープンカフェが

良かった

自転車の駐輪や歩道走行

が少なくて歩きやすかった

休憩スペースが増えて

気軽に休憩できた

柵があって安心だと

感じた

自転車が通行し

やすくなった

その他 N=219

第2回社会実験（歩道拡幅＋自転車レーン（片方向W=1.0m）設置） 第3回社会実験（自転車レーン（双方向W=2.0m）設置）

社
会
実
験
の
感
想

ど
の
あ
た
り
が
満
足
だ
っ
た
か

8% 32% 18% 19% 18% 5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 やや満足 どちらでもない

やや不満 不満 分からない

N=145

（参考）第1回調査結果

・社会実験に参加したと回答した方のうち、約半数が社会実験について「満足」と回答しており、不満と回答する割合が徐々に減少。
・良かった点としては「賑わい」や「イベント」が多いが、「歩きやすさ」も一定の評価がされている。

（５）地域住民の感想

▼地域住民の感想

賑わい・イベントに
対して評価

１．社会実験に対する感想・評価等

不満と回答する
割合は徐々に
減っている

約半数
が満足
と回答

約半数
が満足
と回答

歩きやすさも
一定の評価

※複数回答 ※複数回答
※複数回答

N=145



9

56%

31%

28%

16%

40%

39%

1%

7%

7%

27%

22%

25%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人通り

来客

売上

増えた 変わらない 減った 分からない

N=77

N=72

N=71

55%

23%

21%

26%

47%

57%

5%

16%

9%

14%

14%

13%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人通り

来客

売上

増えた 変わらない 減った 分からない

N=74

N=77

N=76 11%

14%

43%

61%

57%

34%

7%

7%

3%

21%

21%

20%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

増えた 変わらない 減った 分からない

N=97

N=97

N=98

人通り

来客

売上

第2回社会実験（歩道拡幅+自転車レーン（片方向W=1.0m）設置） 第3回社会実験（自転車レーン（双方向W=2.0m）設置）

・第2回では5割が「人通りが増え」、2割が「来客が増えた」「売上が増えた」と回答。第3回では4割が「人通りが増え」、1割が「来客が増えた」
「売上が増えた」と回答。
・いずれも徐々に減っているが、イベントの内容や開催時期の違いや、社会実験の形態の違いが影響していると推察される。

（６）沿道事業者の感想

▼人通り・来客・売上の変化
（参考）第1回社会実験

１．社会実験に対する感想・評価等

5割が
人通りが増えた
と回答

2割が
増えたと回答

1割が
増えたと回答

4割が
人通りが増えた
と回答

減少

減少
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38%

24%

25%

16%

15%

27%

24%

20%

20%

13%

21%

31%

14%

22%

16%

10%

14%

18%

19%

26%

5%

9%

22%

23%

29%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

来場者（歩行者）

来場者（自転車）

近隣住民

沿道事業者

自動車利用者

良い どちらかと言えば良い

どちらでもない どちらかと言えば良くない

良くない

N=393

N=221

N=547

N=79

N=492

地域住民

沿道事業者

自動車利用者

来街者（歩行者）

来街者（自転車）

33%

19%

25%

14%

16%

25%

19%

21%

22%

17%

26%

38%

16%

22%

14%

9%

17%

20%

20%

22%

8%

7%

19%

20%

30%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

来場者（歩行者）

来場者（自転車）

近隣住民

沿道事業者

自動車利用者

良い どちらかと言えば良い

どちらでもない どちらかと言えば良くない

良くない

N=468

N=285

N=496

N=98

N=473

地域住民

沿道事業者

自動車利用者

来街者（歩行者）

来街者（自転車）

第2回社会実験
（歩道拡幅＋自転車レーン（片方向W=1.0m）設置）

第3回社会実験
（自転車レーン（双方向W=2.0m）設置）

区
分
別

２.対象エリアの空間づくりに対する意見

・歩行者からの評価が高く、第2回では約7割、第3回では約6割が良いと回答。
・沿道事業者・自動車利用者は良いと回答した割合が低く、自動車利用者だけでなく沿道事業者も歩行者ほどメリットを感じていないと考え
られる。

（１）県庁通り1車線化について

▼県庁通り1車線化について

16% 14%

約7割が
良いと
回答

約6割が
良いと
回答

30% 20% 8% 16% 18% 8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

良い どちらかと言えば良い

どちらでもない どちらかと言えば良くない

良くない 分からない

N=424

（参考）第1回社会実験

※第1回アンケートでは地域住民にのみ質問
沿道事業者・
自動車利用者
の割合が低い

地域住民

沿道事業者

自動車利用者

来街者（歩行者）

来街者（自転車）
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42%

25%

28%

27%

23%

24%

22%

23%

29%

18%

20%

25%

16%

22%

20%

9%

20%

14%

9%

16%

5%

7%

19%

13%

23%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

来場者（歩行者）

来場者（自転車）

近隣住民

周辺事業者

自動車利用者

N=463

N=277

N=506

N=97

N=468

来街者（歩行者）

来街者（自転車）

地域住民

沿道事業者

自動車利用者

47%

29%

27%

36%

20%

29%

17%

22%

9%

18%

15%

29%

17%

28%

23%

5%

16%

15%

12%

18%

4%

9%

19%

16%

21%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

来場者（歩行者）

来場者（自転車）

近隣住民

沿道事業者

自動車利用者

N=391

N=222

N=545

N=76

N=497

第2回社会実験
（歩道拡幅＋自転車レーン（片方向W=1.0m）設置）

第3回社会実験
（自転車レーン（双方向W=2.0m）設置）

区
分
別

55%

55%

31%

34%

16%

21%

14%

22%

14%

12%

11%

12%

13%

13%

14%

5%

6%

12%

5%

18%

4%

4%

12%

28%

34%

5%

10%

10%

6%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=475

N=426

N=79

N=147

N=304

良い どちらかと言えば良い

どちらでもない どちらかと言えば良くない

良くない

良い どちらかと言えば良い

どちらでもない どちらかと言えば良くない

良くない

２.対象エリアの空間づくりに対する意見

・歩行者からの評価が高く、第2回では約8割、第3回では約7割が良いと回答。
・地域住民についても、第2回・第3回ともアンケート回答者の約5割が良いと回答。
・また、沿道事業者は第2回では約5割、第3回では約6割が良いと回答しており、沿道事業者からも一定の理解が得られている。

（２）西川緑道公園筋の歩行者天国化について

▼西川緑道公園筋の歩行者天国化について

（参考）第1回社会実験

沿道事業者の
割合が比較的

高い

来街者

周辺来街者

地域住民

沿道事業者

交通事業者

良い どちらかと言えば良い

どちらでもない どちらかと言えば良くない

良くない 分からない

来街者（歩行者）

来街者（自転車）

地域住民

沿道事業者

自動車利用者

約8割が
良いと
回答

約5割が良い
と回答

約7割が
良いと
回答

約5割が良い
と回答
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56%

39%

14%

11%

12%

8%

2%

15%

0% 50% 100%

自転車レーン沿い等、停めやすい

箇所への駐輪場の設置

自転車専用の

通行空間の増加

違法駐輪対策

街なかに来るための

公共交通機関の充実

魅力的なお店が多い通り

まちなかにおける

自動車交通量の減少

街路樹の撤去

その他

(人)

N=228

46%

41%

41%

38%

33%

33%

22%

22%

21%

10%

2%

14%

0% 50% 100%

ゆったりとした歩道

魅力的なお店が多い通り

緑や花があふれる

魅力的な歩道

オープンカフェ等の

気軽にくつろげる場所

駐輪場の充実

歩行者と自転車の分離

（自転車走行レーンの充実）

街なかを巡る

周遊バスの充実

街なかに来るための

公共交通機関の充実

違法駐輪対策

まちなかにおける

自動車交通量の減少

街路樹の撤去

その他

(人)

N=950

44%

44%

41%

42%

32%

30%

21%

24%

17%

10%

3%

15%

0% 50% 100%

ゆったりとした歩道

魅力的なお店が多い通り

緑や花があふれる

魅力的な歩道

オープンカフェ等の

気軽にくつろげる場所

駐輪場の充実

歩行者と自転車の分離

（自転車走行レーンの充実）

街なかを巡る

周遊バスの充実

街なかに来るための

公共交通機関の充実

違法駐輪対策

まちなかにおける

自動車交通量の減少

街路樹の撤去

その他

( )

N=991

第2回社会実験
（歩道拡幅＋自転車レーン（片方向W=1.0m）設置）

第3回社会実験
（自転車レーン（双方向W=2.0m）設置）

36%

41%

23%

16%

32%

11%

3%

3%

0% 50% 100%

自転車レーン沿い等、停めやすい

箇所への駐輪場の設置

自転車専用の

通行空間の増加

違法駐輪対策

街なかに来るための

公共交通機関の充実

魅力的なお店が多い通り

まちなかにおける

自動車交通量の減少

街路樹の撤去

その他
N=263

(人)

第2回社会実験
（歩道拡幅＋自転車レーン（片方向W=1.0m）設置）

第3回社会実験
（自転車レーン（双方向W=2.0m）設置）

２.対象エリアの空間づくりに対する意見

・第2回、第3回とも歩行者・地域住民は「ゆったりとした歩道」、「魅力的なお店が多い通り」が多く挙げられている。
・自転車利用者は、第2回の際は「停めやすい駐輪場」を最も多く挙げており、創り出された空間を有効に活用することを求めている。
・一方、第3回では、加えて「自転車専用空間の増加」、「魅力的なお店」が多く挙げられており、第3回実験においてレーンの設置が肯定的にとら
えられたものの、目的となる店舗等の充実も重要と感じられたことが伺える。

（３）街なかを巡りやすくするために必要なもの

▼街なかを巡りやすくするために必要なもの

20point 
UP

ゆったりとした
歩道・魅力的
なお店が重要

3割が
必要だと感
じている

4割が
必要だと感
じている

＜歩行者・地域住民＞ ＜自転車利用者＞

※複数回答※複数回答 ※複数回答 ※複数回答
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３．調査結果のまとめ

＜県庁通りの1車線化＞
○沿道事業者や自動車利用者は賛成割合が低く、歩行者ほどメリットを感じていないと考えられる。
＜西川緑道公園筋の歩行者天国化について＞
○沿道事業者からの一定の理解が得られている。
＜まちなかを巡りやすくするために必要なもの＞
○歩行者・地域住民からは「ゆったりとした歩道」・「魅力的なお店」等が、自転車利用者からは「停めやすい駐輪場の
設置」「自転車専用空間の増加」に加えて、「魅力的なお店」が多く挙げられた

○より安全・便利な空間活用に加え、出かける目的ともなる魅力づくりが重要と考えられている。

○第2回・第3回とも歩道内の安心感が向上し、それぞれ7割、6割の歩行者が感想として良いと回答。
○自転車の車道走行が第2回で約4割、第3回で約7割となり、良いと評価した割合が増加。一方、「車道を走るのが
こわかった」等の課題も挙げられている。

○オープンカフェは第2回・第3回とも9割以上が満足と回答。
○地域住民は良かった点として「賑わい」や「イベント」が最も多く挙げているが、「歩きやすさ」も評価している。
○沿道事業者は、第2回では5割、第3回では4割が人通りが増えたと回答。

第2回・第3回社会実験の実施結果

対象エリアの空間のあり方についての意見

（１）結果のまとめ


